
令和５年２月15日

各　　位

株式会社ト－ア紡コ－ポレ－ション

(コ－ド：3204  東証スタンダード）

　令和４年２月15日に公表いたしました令和４年12月期通期の連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の

とおりお知らせいたします。また、通期の個別実績値につきましても、前期実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおり

お知らせいたします。

１．通期連結業績予想と実績値との差異について

令和４年12月期の通期連結業績予想と実績値との差異（令和４年１月１日～令和４年12月31日）

　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 16,000 450 380 220 24.67

実 績 値 （Ｂ） 17,000 516 528 269 30.18

増 減 額 (B-A) 1,000 66 148 49 －

増 減 率 （％） 6.3 14.8 39.0 22.4 －

( ご 参 考 ) 前 期 実 績
( 令 和 ３ 年 12 月 期 )

15,532 358 417 258 29.02

（差異の理由）

　売上高は衣料事業、エレクトロニクス事業などが好調に推移し、業績予想を上回りました。利益面では、エネルギー・原材料

価格が高騰したことによる影響はあったものの、生産量の増加や価格転嫁などにより営業利益が改善し、経常利益、親会社株主

に帰属する当期純利益は、受取配当金が増加したことや為替差益を計上したことなどにより業績予想を上回りました。

２．当期個別実績値と前期個別実績値の差異について

令和４年12月期通期個別実績値と前期実績値との差異（令和４年１月１日～令和４年12月31日）

　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円 　　　 百万円

前 期 実 績 （Ａ） 4,160 113 181 185 20.79

実 績 値 （Ｂ） 3,671 164 348 248 27.90

増 減 額 (B-A) △ 489 51 167 63 －

増 減 率 （％） △11.8 45.3 92.2 34.2 －

（差異の理由）

　売上高は、当期より適用の「収益認識に関する会計基準」の影響により、前期実績と比較して減少いたしました。経常利益

は、受取配当金が増加したことや為替差益を計上したことなどにより前期実績値を大きく上回りました。
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